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ヽ 効 られ ヽ そアイ也 解
(1)国詠劾囲動渕陪だ 17.1%306%23 99る23.7%4.4%0.0%0.2%
(2)動劇よ翅刀だ 46.39る40.19も6.0%47% 2.6%0.0%0.2%
03)古翅盤 だ 8.5%14.6%21.5%51.2%40% 0.0%0.3%
























































ぶ意義を感 じにくかつた り、古典世界を身近に感 じにくかつた りす ることが間



















面 構想 した授業に必要な教材、ワークシー ト、提示用資料、検証資料等を準
備する。
市 構想 した計画に従つて授業実践を行い、手立ての有効性の検証を行 う。
v 研究で得 られた成果と課題を整理する。
第 1章
第 1章 古典世界に親 しみを持たせる小学校国語の授業の構想



























教育論 古典教育論と指導研究』飛田多喜雄・野地潤家監修 小和田仁・小川雅子編 明治図
書出版 1998年 p.291










取るものではなく、学習者の視点か ら古典を読むことも必要だ とい うものであ
る。つま り、学習者の視点で、古典の中にある価値を引き出す読み方 と、古典
を客観的に読む読み方の両方向か らの読みが必要だ とい うものであろ う。 この
ことについては、長谷川だけではなく、渡辺春美 (2008)も指摘 している。渡
辺は、序章第 3項(3頁)で述べた古典学習の問題点を指摘 した中で、「典型 と














が 「典型 としての古典観」、学習者が見出す ものであるとい う考え方が、「関係
概念 としての古典観」 とい うことになる。長谷川、渡辺の指摘に共通すること
は、古典の価値は、価値あるもの として最初か ら存在す るのではな く、現代の
学習者の立場か ら見出す ものだとしている点である。
8渡辺春美「古典指導の問題点 一学ぶ意味への疑間に応えぬ学習指導」『教育科学国語教育』696
























町田は、高等学校の学習 とい う立場か ら述べている。一方向的な授業にな り
やすかつた り、語意や文法など専門的な知識を学習 した りして、古典に親 しみ
にくかつた現状に対 して、「まず古典に対する興味・関心を喚起す ることが先決」
と述べている。そ して、そのための手段 として、現代 との接点を提案 している。
つま り、現状の問題点を克服するために、現代 との接点を探 ることで、学習者
の興味・関心を喚起 し、古典の世界にいざなお うとしているのである。
現代 との関連については、小和 田仁 (1983)も次のように指摘 している10。
9町田守弘『国語科の教材・授業開発論一魅力ある言語活動のイノベーシヨンー 』 東洋館出
版  2009イ手 p.259
10小和田仁「古典教材の本質と方法」『国語教育基本論文集成17 国語科と古典教育論 古典
































































れてきた。青木幹勇 (1986)、首藤久義 (1999)、府川源一郎・高木まさき (2005)
は、それぞれ、「書替え″」「翻作法B」「書き換え14」とぃぅ言葉で提案している。































青木幹勇 (1986) 書替え 子どもたちが、教材を読み、その理解や想像によつ
て、教材文を書替えてみる学習












にな り、さらに、作品の内容や形式にな じみが深まつてい くとい うことであろ
う。つま り、理解す るために精読するのではなく、表現を前提に読む中で必然
的に精読す ることにな り、それが 自分の表現に生かされ るとい うことである。
何のために読むのか、読んだことが どう生かせ るのかが、学習者にとつて明確
な学習だといえるだろ う。
































































によつて、古典に親 しむことができるとい う指摘をしている。渡辺 と小田の指
摘の共通点は、創作活動によつて、登場人物を追体験 して、登場人物の心情や











番 執筆者 単元 橡 時 教材 創作の方法
① 住田譜 「とも
'さ





[イ可を」殊dLttδう /1 3ヽ 5 夕陶 初 陶罐 lJT
③ 中催 読んでみよう作うてみよう① /1 4ヽ 3 夕H可 夕H句鶴 llfF
④ 中篠 読んでみよう作うてみよう② /1 4ヽ 3 鰍 麟 咋
21小田迪夫 「言語文化に親 しむ態度を育てる―










⑤ 力峨 古典の世界ヘワンダニワンダー /1 6ヽ 4 藤 雲をテーマにした短
麟 llft
⑥ 師 慣用句漫画辞典を作ろう /J 3ヽ 4 朗 句 4コマ輌 萌 晰乍
⑦ 針 好 まんがで楽しむ故事成語 小4 5 嚇 4コマ漫画の自lJ●
③ 剛 ことわざα断察″)くろう /14ヽ 5 ことわざ 講 昨
⑨ 豊田益子 哩日に凋鯖司1司男しもう /1 4ヽ 3 囁  (枷地
の子、そ¨
繕 譜 萌 lll■
⑩ 片山富子 論語の 睦卿Lを自分に置き換え
て新聞をつくろう
小 5 4 耐 論語の教訓芳間萌 J
作
⑪ 岬 書こう /1 6ヽ 3 嚇
五十歩百歩
鰈 咋
⑫ 秦さやか 古典期間をつくろう /1 6ヽ 3 珈 妨 lllt
⑬ 鰤 昔ばなしのつづき話をつくろう /1 2ヽ 5 かさこじぞう 続き:静鮪llfF
⑭ /1南叢夕ほ 昔ばなしとその童調こ親しもう /1 2ヽ 4 うらしまたろう 崖爵歌の4勧晰乍










































































鳥山の指摘か らは、地域教材 は、教材 に対す る学習者 の親近感 が深 く、その
親近感 によつて、言語的抵抗が少 な くなるとい うことがわかる。つま り、学習
者 と古典の間にある言語的抵抗 よ りも、教材 に対す る親 しみの方が上回るとい
うとい うことである。教材 に対す る親近感が深い とい うことについては、高木








高木は高等学校 の指導者 としての立場か らの指摘である。教科書教材 は学習
者の生活実感 か ら遠 く、受 け身の姿勢にな りやすい状況があ り、その手立て と
23鳥山榛名「小中学校における古典教育」『国語教育基本論文集成17 国語科と古典教育論 古































































































































ここで述べ られていることは、風土 と人々のかかわ りが どのよ うであつたか




















更級 日記 菅原孝標女 足柄、富士山、田子の浦、大井川、富士川、天潮 II、 浜名湖
平家物語 E■J‖
曽我物語 富士山




岡部 日記 賀茂真淵 天竜川、浜松
東海道中膝栗毛 十返舎一九 丸子、宇津谷峠









山家集 1首 西行法師 富士山
金椀和歌集 2種 源実朝 雛 、  4i「:7甘じイ全)JLi尋、























































地域に関係のある教材 を積極的に活用 してい くことが示 されている。高学年や







































元禄4年と元禄 7年の旅 では、芭蕉は島田宿の塚本如舟 とい う川庄屋 を務 め
る家に宿泊 してい る。元禄 7年の島田宿滞在の様子について、芭蕉 は、杉 山杉





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実際に使用 した事前調査用紙と事後調査用紙は、図 ン5、 図2-6である。
プレ・アンケ‐ト


























第2項 振 り返 リカー ド
各授業の最後5分間を使つて、「今 日の授業で考えたこと」について、授業の





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































リト句の数(句) 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
人数 (人) 43 7 3 3 0 2 0 0 0 0




















在 していたことを知 り、新鮮な驚きを感 じたようであつた。











































































































































































































































































































































































俳句の現代語訳を参 |一通明築 た｀が、作文 |どうやつて書き始
考に、芭蕉の日記を書 |のようになってしま |めたらいいのかわ
いている。     |い、芭蕉の日記のよう|からず、書くことを
!になつていなし、  |ためらつている。
○書いた日記 (下書き段階)の交流をする。
同開 な医んでいるのに、書き方が違つておもしろいた   |
参考にしたい表現があるなぉ                  :






た         |・躙 年以上も前に、この島田に
・a10年以上前の人も、今の人と1芭蕉が来てし上こと勧 口ると、芭
同じようなことを考えているこ 1蕉に少し興味が出てきた
























































11」品経 ζを高ふ 卜 |
し           ｀





と感じた        |と、芭蕪に少u即勧 出｀てきた
。時代を越えて、人は同じよう| ・芭蕉のように、私も島田のよ
なことを感じたり考えたりする |さを見つけていこうと思う。














表2-2  「1.利ま、■諄ヒみ学署‖:婦にししヽ J
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.59(1.27)4.24(1.03)t(57)=5.075**
*p〈.05 **p〈.01
表2-3 「2.和よ 古典の引罰鐵 と思う。」
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)





事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)





































7 和ょ 芭黛魔場訳,日記猪 くこと画 つた 41人 14人 1人 1人 1人
9 和よ 島田に関係のある芭蕉の俳句を訪んだこと1鎌助つた





















表2-6 「4.利よ 古典を学習することでヽ 音の尽7“脳鷹ヲ賀賽嫁坊碓想朦することができ乙J
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.83(1.11) 4.22(0.80) t(57)= 2.809**
*p〈.05 **p〈101
[研究仮説 Ⅱに関わる設問]
表2-7 『5.和よ 古典を学習することでヽ 古典作品を昴□導 じることができ乙」




事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
2.02(1.02) 3.31(1.38) t(57)= 6.375**
*pく。05 **p〈.01













「地域の古典について新 しい気付きがある」と、児童 自身が実感 していた。
第2項 振 り返 リカー ド
振 り返 リカー ドを分析する目的は、研究仮説を反映 している記述に注目する
ことによつて、研究仮説が支持されるかについての検証を試みるものである。



























研究仮説 I ○ ○ ○ O
研究仮説Ⅱ O ○ O
44
表2-10 共感的な気持ちを分析 した観点



























































33人 18人 14人 19人
57% 31% 24% 330/0
肯定的評価
(A+3)
33人 2げ人■1種 411人 44人
57% 31粥 2196 76%
記述がない
25ノ、 38人 17ノゝ 14人











0% グ パ〆 /ど どが イ











































































































































結果 iから、学習が進むにつれて、身近さを感 じている児童が増加 している
ことがわかる。第 1時以前には、地域に伝わる古典作品についてほとんど知ら
なかつた実態を合わせて考えると、大きな増加である。














































ど、身近に感 じられるようになりました」と記述 している。地域とのつなが り


















































































歩いてみよう」と、普段感 じていない島田のよさを感 じたいと思 うようになつ
た。地域の価値に気付 く目を持ちたいと思い始めている。
T児(1-17)の記述







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とを示 してお り、研究仮説 Iが支持されたと考えてよいだろう。
63
第2章 実践授業 I








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































体的に描写 した り、登場人物の気持ちを想像 したりしながら書くことができ
る。 (「書くこと」 (ウ))
0「万葉集」の中の富士山に関する歌を、言葉や リズムを意識 しながら音読する
ことができる。 (「伝統的な言語文化 と国語の特質に関する事項」ア (ア))
・富士山に関する物語の現代語訳やあらす じを解説 した文章をもとに、登場人



































































・小カレー プ (同じ作品同⇒ で交流する。









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































なかつた1回 2回 3回 4回 5回 6回
人数 (人) 36 7 1 2 2 2 7






















































































































































































































































































































































































































































































































































,日こなつている。  1繰り返しになつて |カサからま 書き始
|いる       |められない
lm爵111量壺が'1顆電:
1 にさせる。   | よう1け る。1 猜 たせる。  1
:        ミ・作者からの問いか,・書きわだ|"月|
t      : けを入れる。 | させる。  |
○振り返りをする。
Ю∞年も前の和歌を読んで、| ・静岡県のシンボルである富士 :
最初灘 しく感じたが、作者 1 山が多くの古典作品に取り |
の立場で日記を書いたこと1 上げられていることを知る |
Q素に感じた    | と、古典が楽し冽こなる。 |
時代を越えて、人は同じよう| ・静岡県民として、富±山に誇 |
なことを感じたり考えたり| りわ ことができたぉ今度 |
することがわかつた    | は自分たちが語り伝えたし、 |
言知ま違つているけど、考え|               |
ていることは共通している|              |















事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.88(1.16) 4.16(0.99)  t (57)=2.349*
*p〈.05 **p〈.01
表3-3 「2.私は、古典の学習は必要だと思う。」




事前    事後    対応のある t検定 (n=58)
3.55(1.24) 3.90(1.12)  t (57)=2.952**
*p〈.05 **p〈.01















































































ることで、80AOも           ることができる。」
事前    事後    対応 のある t検定 (n=58)






事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.52(1.05) 3.71(1。14) t 57)= 1.472  ns.
*pく。05 **pく。01
表3-8 「6.和よ 富力山拗 ある詢典隔瓢=光て知つてい乙」
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)




表3-9 「7.和ま 宮彙眩にとな 誇り:嘔1つてい乙」
事前 事後 対応のあるt検定 (n=58)
4。38(0。85)4.36(1.05)t(57)=0。168 ns.
*p〈.05 **p〈.01
項 目4は、研究仮説 Iに関する設間である。項 目4(表3-6)は、有意な傾
向が見られた。この結果からは、児童は、古典の学習を通 して、音の人のもの
の見方や考え方を想像できるようになつたと感 じていることがわかる。











項 目6からは、富士山について新 しい知識を得 られたと児童が感 じているこ
とがわかる。













第2項 振 り返 リカー ド










































































































2% 23% 11番11 尊3惟 忠鬱搬:
B
10 7 13 10






0% 5% 1211%| 51%| 4跳
肯定的評価
(A+B)
11 24 42 43



























































































































































































4 8 7 5 8
7% 14% 12% 9% 14%
B
8 5 3 2 2
14% 9% 5% 3% 4%
C
0 0 0 0 0




21% 23% 18% 12% 1816
記述がない
45 44 47 51 47
79% 77% 82% 88% 82%
表3-15 富士山について肯定的な記述をしている延べ人数 (第2時から第6時)
結果 iと結果 五を見ると、身近さを振 り返 リカー ドに記す人数は少ない。こ
れは、単元構成が主な要因だと考えられる。児童は、「歌人になつて日記を書こ
う」という課題のもと、作者になりきつて情景や心情を考えてきた。そのため、


































































































































































































































































評価 群 人数 割合
A
共感 的 な思 い を








③ 作者の行動に重点を置いて書いている 2 3%
B
共感 的 な思 い を












共感 的 な思 い を







S児(1-9)は、情景を効果的に描写 している (傍線部  )。噴火の様子や
夕暮れの富士の様子は、現代語訳には書かれていない。五感表現を効果的に使
うことで、具体的な情景を表現できている。情景描写の後には、心情描写があ
る (波線部 _)。心情表現は、「感動 した」などの一般的な表現ではなく、
作者の心情により適切なものを想像 して書いている。
また、冒頭部に、「一 日中見ても飽きないと言われているが本当だろうか」と


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A評価 [学習 したことを生かし、作者の行動を想像 している例]
○児 (2-5)は、学習 した内容を生かし、想像を膨 らませながら創作をしてい
る。宮廷歌人である山部赤人の立場を考え、仕事で駿河の国に来た設定にして
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そこで、授業者は、■■音6分が記入 してあるワークシー トを用意 し、それを
参考にしながら書 くようにさせた。また、富士山の写真も準備 し、写真から想





































































































































































































































































































































































































C評価 [想像 して文章を書 くことができなかつた例]
S児(2-17)は、文章を書くこと自体が苦手である。普段書いている文章の
量も、大変少ない。個別指導用のワークシー トを参考に書くことも困難である








































































































































要素 人数 割合 (人数の内訳)
ゆ 自彬




歌の中で示された富士山像 神秘的な山 18人 31%
時節かまわず降る雪 12人 21%
噴火する山 12人 21% 9
昔から親しまれる山 12人 21% 7
迫力がある H人 19%
地理的由来 4人 7%
昔から存在する山 1人 2% 1
現代の富士山 世界文化遺産 30人 52°/O
登山客、観光客 14人 24°/O
環境問題 5人 9% 1 5
富士山への親近感 誇 り 24人 41%
登 りたい 11人 19% 9 6
見てみたい 10人 17%
身近である 9人 16% 1
心に残 したい 3人 5% 0
決意 語り伝えたい 19人 33°/O




・富士山の美しさ       37人(64%)
。世界文化遺産に登録された  30人(52%)
・富士山の高さ、大きさ    26人(45%)
・富士山への誇 り       24人( 1%)

















・神秘的な山      18人(31%)
。時節かまわず降る雪  12人(21%)
・噴火する山      12人(21%)
。昔から親しまれる山  12人(21%)





















要素 人数 割合 (人数の内訳)
f⑪ 自錫
美しい富士山の姿 美 しい 37ノヽ 64% 30 17
高い、大きい 26人 45% 22 10
光や色 17人 29°/0 1115 5
歌の中で示された富士山像 神秘的な山 18人 31% 117 8
時節かまわず降る雪 12人 21% 2
迫力がある 11人 19%
現代の富士山 世界文化遺産 30人 52°/O
? ?
?
登山客、観光客 14メ、 24% 113
富士山への親近感 誇 り 24人 41% 21
?
?















れは、どちらの立場からも、富士山へ誇 りや語 り伝えたいとい う決意を書いて
いるということである。つまり、作者だけでなく、自分の立場 として、富士山





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































K児(2-8)は、赤人の「語 り継ぎ 言ひ継ぎいかむ」の思いを想像 し、表現












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[富士山の文化的価値に誇 りを感 じ、大切にするとい う決意を表現 している例]
○児 (2-7)は、まず、虫麻呂の視点で富士山の情景を語 り、「日本の象徴」
「神の山」と語る。 しかし、それは昔の話で、現在は変わっていないかと問い














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































感想を類型化 していつた。複数の項 目について記述 している児童は、それぞれ




要 素 人 数 割合
創作について ○作者の心情がわかつた 18人 31%
○創作は楽しい 14人 24%
○作者にな りきることができた 14人 2496
○作者が身近になった 10人 17%
△創作は難 しい 15人 26%







○作品を身近に感 じた 5人 9%
△富士山に関心がなかつた 12人 21%
△教材が難 しい 3人 5%
授業全体について ○授業が楽しかつた 8人 14%
○古典の大切さを感じた 8人 14%
○力がついた 2人 3%
△学習の意義を感 じない 3人 5%
△書く量が多く大変だつた 2人 3%
(1)創作について
15人(26%)の児童が創作の難 しさを感 じていた。 日記を創作する学習は、
実践授業 Iに引き続いて2回日であるので、活動の見通 しは持つことができて
いた。だから、難 しさを感 じた要因は、創作とい う活動自体ではなく、作者の
見た情景や心情を想像できるか不安という内容面が大きいだろう。
しかし、創作の難 しさを感 じた 15人の児童のうち、13人は、晴J作は楽 しい」
「作者になりきることができた」「作者の心情がわかった」などの肯定的内容も
















































いた。これ らは、新 しい認識を持つた段階から発展 した次の段階だといえる。



































る。意義を感 じることのできる単元構成を工夫 し、継続 して指導 していくこと
が必要である。
(4)まとめ
創作について、当初感 じていた難 しさがなくなり、創作の楽 しさや意義や効




また、富士山に誇 りを持った り、大切にしたいと思つた りする児童も見られた。









































▲当初、創作が難 しいと感 じた児童や、書く量が多かったと感 じた児童がいた。
ワークシー トの内容や記述量に課題があつた。考えさせる要点を絞って、ワ














地域教材によつて作者を身近に感 じたり、地域の文化を再発見 し、誇 りを持
つことができた りした記述も見られる。地域教材を活用することの一定の効果










































































視点を往復 しながら創作し、実際に作者と話 しているようだと感 じた児童も多





実践 Iでは、島田に関係のある松尾芭蕉の俳文及び俳句を教材 とした。振 り
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【資料 1】 実践I 教材 (「島田の時雨」現代語訳)
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【資料1】 実践I 教材 (俳句)
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【資料1】 実践I 教材 (俳句)
。S震繊ヤ翼磐4p tt cゃ6
卜゛ ヽ     ゛型





C翠終望総疼C興翠や′ф―櫨 多 馨 C
聟悩■4p′窯終C櫛―里刷ぐ対悩ヾV」悩′・ →′●製°
lldコ悩製Ⅲ撃■終゛里娯中大
4p′●属製N多′いC塁′仲歯採 C tllt枷中 ヽN」製悩都 う´゛部£ヾ′」
`4p′
畔 ヽ












,JC楽里零ネヾ型や理米V」● 'V tt V′多`里












慕 4p田響 製 や 卜 ゛ ス にNED→′い 星 ′ 事 畔 V製掏 Vκ塁 祖 悩 」 イ ′・ ・
資料
【資料1】 実践I 教材 (俳句一覧)
































































そう思う とららかと,|え「ギそう■う ′ちらカセ言えばそう晋 ノ,い そう1諄)ない
古典の学習は楽 しい 15 (26%) 22 (38%) 9 (16%) 6 (10%) 6 (10%)
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【資料2】 実践I 学習指導案「芭蕉になつて日配を書こう」
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| ・新茶の季節の良い香りが漂つ | ・おいしい料理を出してく7L C
I てきている。お茶の香りが橘 1 感動している。
| の香りを上回つている。   | ・な力滝力溜 こ入らないものを
|お茶刺 副    1出 してくれているから、あり
| 。一面の茶畑の中を芭蕉が歩い | がたく思つていろ
| ている感じがする。     1首を青々としたまま旧・口1
1験河の国辺りに来ると鵬嗜   | ・見た日も新鮮な様子で、一層
: ・景色よりも香りの印象が強し、1 おいしく感じている。
|さみだれの空吹落とt吠郷II I却まら力ヽこたけよ挙 Ю 留 陵
|いづ晴れるとも層われない0呻1田植ぇとともにたびの朝起
| ・梅雨なので、じめじめしてい 1田はえ[目1
1 て、早く晴れて旅に出たいと | 。朝早くから働いている人を見
1 思つている。焦りもある。  | て、申し訳なく思つている。
1大剤‖-10・ 珀  1孵 くか韓 力Ⅷ
I ・大却 ||の濁流に空まで吹き落 | ・晴れた朝のさわや力滝天候で、
| としてほしいという祈りのよ 1 旅に出たいという気持ちが高




感動している。       | ・芭蕉は島田に来てよかつたと
如舟のもてなしがあつたから、1 思つている。
それ力幸わつている。    |
もてなしてくれる気持ちがう |
れしいことは、江戸時代でも |






























内容について      書き方について
日来イ●」|(なく女↓寺ちを■く―   文体を考える
想像して (■
'力


























いている。     |い、芭蕉の日記の.よう|からず、書くことを
|になっていなし、   |ためらつている。
「島田の時雨」など 。「わし」「…じゃ」 ・最初の言葉が指定
他の俳句の内容を挿 などの文体を使うよ されたワークシー
入できないか考えさ うに伝える。     卜を渡し、続きから
せる。        ・現代語訳に書かれ 考えさせる。
・工夫して書いてい ていない芭蕉の気持 ・前時に読みとった
る友せの作品を紹介 ちを想像して書くよ 芭蕉の気持ちを振










た             | ・3∞年以上も前に、この島田に
・∝Ю年以上前の人も、今の人と1芭蕉が来ていたことを知ると、芭
同じようなことを考えているこ 1蕉に少し興味が出てき7t

































:・相手の考えを想像して書く。             |
芭蕉への手紙を書 1芭蕉への手紙を書 |どのように手紙を
いているが、学摺内 |いているが、なぜそ :書いたらよいのか
















と感じた        |と、芭藤に少し帥 油てきた
。時代を越えて、人は同じよう| ・芭蕉のように、私も島田のよ
なことを感じたり考えたりする |さを見つけていこうと思う。


















【資料 3】 実践 I ワークシー ト (家庭学習用)
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【資料3】 実践I ワー クシー ト②
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【資料3】 実践I ワー クシー ト③
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【資料3】 実践 I ワー クシー ト⑤
IEl縦星轟OVm膿勲llEタリスい〇  駅  匝(  )
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【資料3】 実践I ワー クシー ト⑤ (日配用紙)
細無星姜OV皿朧伸抑ムJAい◎  駅  匝(  )





【資料3】 実践 I ワー クシー ト⑥
細無星姜OV皿朧掏llEAJ■い◎ 駅 EEL(



























【資料3】 実践I ワー クシー ト⑥ (手紙用紙)





































































































































































1 ○ O O ○ ○ ② B
○ ○ ○ ○ ○ ○ ① A
O △ O ③ B2
○ ○ ○ ○ ② B
O ○ ② B
○ ○ ○ ○ ○ ○ 上ヒ暉薇 ① A
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O 疑態語 2 ① A
○ ○ ○ ○ O ○ ① A
O O ○ ○ ○ ○ ○ 対句 ① A
○ O ○ O O ○ ○ 上ヒ暉勲 ① A
○ ○ ○ ○ ② B
1 ○ ○ ○ ○ O ○ 擬音語 ① A
1 ○ ○ ○ ○ ② B
O ○ ○ ○ 擬態語3 ① A
1 O 0 ○ ○ 上し暉諮 ② B
○ ○ ○ ○ ○ ② B








○ ○ ○ ○ ○ 擬態語 ② B
△ ○ 現代語訳の心情が多い ○ ○ ○ O ○ 擬態語 ② B
現代語訳の心情のみ書い
て ふ ス _ヤ音 暑 ボ 小 な い _ ○ ⑦ C4
O O ○ ○ ○ ○ ① A
O △ ○ ③ B2
心情が書かれていない
TB件饉 押 多ハ すま ⑥ C3
○ ○ ② B
○
俳旬の場面以外の内容が
1手ルス.ガ ○ O ③ B2
O △ ○ ○ ○ ② B
O △ ○ ○ ○ ○ ② B




























































































1 0 O O O O 本言止め ① A
O 0 O O O ② B
X 芭蕉の心情ではなく、自分い蔵 相 ボ ■_7[、ス 比喩 ⑤ C
O △ 0 O ③ B2
O O 0 O ② B
O O O O ② B
7 O O O υ 属りTF O O ① A
0 0 O O O O O ① A
O O O 0 O 擬態話 ② B
O O O O O 0 ① A
O O 0 O O O 擬態語 ① A
O O O O ② B
0 0 O O O O ① A
0 △ O ④ B3
O O O O O ① A





1 O O O O O O 0 比喩2 ① A




O O O O O O LL喩 ① A
0 O O O O ① A
O O O O ② B





O O O 比喩 ③ B2
0 O O O ② B
O O 0 Э脚本 O ③ B2
O △ O O ② B
O O O O 対句 ③ B2
O O ② B
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【資料5】 実践I 教材 (「山部赤人の長歌と反歌」原文)
,部・ζC卜Vヽべ(SN                    '悩70べ(SN
■市裡繹憔く篠仰中C■掏馴勾部 (■監栄く)






























田中C堰櫻期'V 謬CC州多Nrノヾ ζ租Vぐヾ N
斌 ↑佃里 仰中C柾禅星 蜘終壼―葉や'V多ヾ↑りN弓
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【資料5】 実践I 教材 (「高橋虫麻呂の長歌と反歌」原文)
仰中0■掏係鞠部 (柾囀I(D・|)
←悩ち(C 卜紙C回 ′い゛ 肺卜゛ S tt C tt N
rり゛争J゛C tt CぐIS 3ヤ月Y  ヾ仰キC柾禅壼
Ctヾ稿Vp      S
K帰ド゛  3セイリコ■(―~ ギチろ戒゛ ぽЪ゛J r´ヽ
‐      .′                士
壌SЮ《掏 蜘゛Y饗゛  壼ヾ蜘掏 X Y゛饗゛ 00
′い164p専ヽ Nセ埜゛点で｀ や」V4p 多悩卜た〔
゛
や   'いく    ● や                       00
熙だ0貸N NセむYべくや WC■C 螺£ヾ度や
抑キ頁N <C緊ヾ゛ WC■S(Cヽ゛ や
田(C《R CttC 壕£N  ゛3悩卜薫〔゛
側 N  ゛←尽ヾ■(゛
S屑←ヾ 抑キC柾坪コ 頭く知想〔ミ(゛
(黙部)




【資料5】 実践I 教材 (「高橋虫麻呂の長歌と反歌」現代語訳)
春 冬            史
`■
つ C範」 部 ヾ
tDB‖C■押 ぎ £ Yき'製部 (確 囀 碩(噸)
卜駅CttN SttCttN
嘔終C tt C tt Q+冬r´ wb′マ■,Y多く佃‖C確郎」
KC螂つ期わ fプ脚終ヤイリЪ ギ′ろ成4pギるJ ■ヾ3
浮X」Y黎′ゞOX掏蜘ヤ饗」 壼ヾ輛掏Xヤ饗」鰹むY
小'3月′0 昔゛も弓
′0 ←゛ 多里衡 鷲驀3ヤ多r´,」ヤ゛蕊o■ヤト弓
鳴だ0斑Nきくヤ゛セむY多ヾC  ゛VC■終騨イJJ£製 賢 ヤトH
抑‖頁N3'Vく終察Ю買つ WC■(′r■●、 環 ■cヤト弓
fりC回(C tt C 導£N」Y多´r,」ヤヾ薫←C■卜ヽ
回C tt N゛←'V多゛■シトミ
ヽ買C回里べヾ仰中C柾驀」 (翔里多V r´tt Y゛翠イリ■多■●卜足
(区部 )
仰中C椰里 壼―褒つ '製輛」










































































































































































































































































































1山郎赤人                            |








引皓謬トコ摩らし嶽 つた        I
`・







| ら外れた地域と考えられていた      |
|・当時は現代のように誰でも旅をしていた時代 :
| ではなし、               「
|・映像がなかつたため、直接間接を問わず、実 :
|1製鸞 )ヽ ヽ、や 卜し 摯FI)^_´t
※和歌の形式について簡単に触れる。
1諒:it'長藁;誓しt鶴書優|[ittit(ち穆1
1  わ 乳             |
1反歌…局歌に添えた臨 癸調形式     ,

































| ・音識していたら、気分が良いような気がしてきたから。      |
|。1錫が好き。                    |




と意味がわ力つてきた                |
昔の人になつて、声を出しているよう力涼い し｀てきた      |
























































山繊 齢 蛛 呂
婁:汁事・ ]]羅・ =雪 1常に書が降っている   1雪 1火で消している1石花の海 |この山が抱く   |
1富■lll  lこの山の激流  |
田子の浦を過ぎると富士山がは | ・真夏に雪が降つている

























































際 、ワー クシー ト)
※今日の授業で、自分が考えたことについて、振り
返りをする。
山際 離 蛛 呂
田子の浦を通つて開けた場所: 1 ・旅をしていて、休憩してした
ね が出詢訓 」胸]1こi酬糀


























































状況について  情景について  ′耐青について
時間と場所を ・視覚以外の五感 イ胃子の′とヽの声
設定する。 の積極対 吏用。   で考える。
登場人物や周 ―→帥勺な言葉を 。自分と比較し

















しヽ,        Iしヽ        |らつている.
・現代語調こある内 ・現代語訳にある内 ・最初の言葉力寸旨定
容と樹象した内容  容と想像した内容  されたワー クシー
を色分けする。    を色分けする。    卜を渡し、続きか
・短歌の内容を中心 ・心の声を書くよう  ら考えさせる。
| に日記に書くよう | に助言する。   |・富士山の写真を何








書いている うちに、奈良時代 | ・副司に住んでいるク】こ、私は富
の歌人の気持ちがわかるよう 1 士山の価値に気付いておらず、
になつてきた         |  もつたいなかつた
旅先で生まれて恥じてみた富 | ・D頑滲則 は難しそうだつたけ
士山だから、感動が強かった | れど、富士山をテーマにしてい




























































心になつている。  1繰り返しになって |かわからず、書き女台
|いる       |められない
・質問例を提示 し、  ・自分のコメン トを  質問例を提示 し、
1 学習内容 を もと  どこかに入れ る  活動のイ メー ジ
にさせる。      ように助言する。   を持たせる。
・作者からの問いか  ・書き始めだけ利用





で身近に感じた      1 と、古典が楽しみになる。
時代を越えて、人は同じよう| ・静岡県民として、富士山に誇
なことを感じたり考えたり| りを持つことができた 今度


















































鶴 11《鯉 ハv・製制 世CO経檀 ←




【資料7】 実践Ⅱ ワー クシート③ (山部赤人用―表面)
尽OV佃‖ヨ勲頭製皿◎ 駅
1くミ+
回 (  )
興 熱 (
輩榊煙′佃‖ヨCttR姜鰹回(掏ばV′ ■後懇桑拘くV■pc(幅で測で,ド (※駅則)
※肛鯉掏抑v測和2種臨姜臨採壼′職鍛詢 1糀 鸞 101;10





















【資料7】 実践I ワー クシー ト③ (高橋虫麻呂用一表面)














【資料7】 実践I ワー クシー ト③ (高橋虫麻呂用一裏面)









【資料7】 実践I ワー クシー ト③ (手引き一表面)
「尽OV仰‖ヨ掏ぺ製皿〇」 O訃志和
1くよ 晟甚 球佃 (





























饗 霊 饗 翌 堅 冨





・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 。で 製
`姜
伍 拘
° OttS′・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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【資料7】 実践Ⅱ ワー クシー ト④ (表面)
尽OV佃‖ヨ掏ぺ製mO 駅
1くミト
EEl(   )
襲 巾 (






























【資料7】 実践I ワー クシー ト⑤ (日配用紙―表面)
尽ev仰‖I掏颯紀m◎  駅  皿(  )


















【資料7】 実践I ワー クシー ト⑤ (手引き)
尽ev佃‖ョ掏賦製回〇  駅  m(  )


















やOD 々  姜～
○《口世CC部く製0製゛ メ終壼純'い抑Vる°




















































|′ [恭く＼J撻錮]里ヽ ハも細司―掏Dν′翼昨築 1申踵3ν壼⊃二:J却掏踵∨°
|′ 軍昨e飾ぺ里日ヽ ハユDV′濡掏0仕く゛
|′ Ⅲ壼里組⊃ν二〇 6い里′冊⊃1‖口継ツ‖EV°


















【資料7】 実践Ⅱ ワー クシート⑥ (手紙用紙)
尽OV仰引ヨ掏ぺ製肛◎  駅  皿(  )
1くせ 覇甚 申 (
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【資料 8】 実践I 分析「歌人の日記」(1組分)












































































1 0 O O
・さ贅 通つてきた通の空気よりも、この空 O ○ ・五懸 (摯寛
'
O A ①
△ △ △ ・五感(触覚) O B ④
○ △ △ B ④
○ ・頭の中が富士山のことでいつばしヽこなつた ○ △ A ①
0 O ○ ・五感(視覚2 O A ①




O O A ①
○ ○ 0
・不 思躍と足は軽 くな0
,その瞬間私 は 目を疑 つた
・董 華■.出なくなるくらいの



















・五懸 (菫寛 , O B ④
0 △ 五感(擬態語) ○ A ①










・五感(視党)擬態活4 O A ①
△大きさ ・心臓が飛び出るかと思つた O ・五感(視党)比喩 0ヒント中 B ⑤
O O ○
。この世の物とは思えない
.ふ奎し1めヽ自力に口hte'■ O O ・五感徹 党) O A ①
1 ○ O
・天に一番近い山かもしれぬ。 ○ ・五感徹 党)比喩 ○ A ①
0 何と言う風景な





・五感(視覚)授態晴 O B ④
△ 息を飲むほど Oヒント有 C ⑦
O 爽やかな風、透き通った空気 0 ・五感傲 覚) ○ A ③
△噴火 △ ・五感(視覚)擬態語 B ⑤






O ・五感(視党)擬態語 ○ A ①
△積雷 △ B ⑤
○ 0 ○ 五感(視覚)擬態語 O A ①
△ O ・気持ちがいい風がヒューンと吹く O 0
・五駅 風寛 , 0 0 A ①
0
・層肌が立つた






















































































O ○ △ ・五感(視覚)擬態籠 Эヒント1 B ⑥
O B ④
○ ○ O ・かけていくと O O 五感α 党)比喩 0 ○ A ①
○ O かたまつてしまい 0
・五懸(視=,凛
鵬酷2 O A ①
O










雑 ぶ い ス ■ヽ ル員 ぅイ1董ぅt‐ 0 五感(視覚)擬態膳 ○ A ①
1 0 ○ ○ ○
・五感(視党) ○ A ①
11 ○ ○ O 0 A ③
1 O 0 ・五感(聴覚) 0 A ②
1 △ O △ O B ④
△ Oヒント有 B ⑥
1 △ ○ ○ ○ ・五感α 党) 0 A ①
1 O O O O A ②
O △ C ⑦
1 0 0 ・私の心を奪つた ○ ・五感(視党) ○ A ①




騒IB O O A ①
△ ○ 0 O ・五感(視覚)擬態籠 O O A ①
0 ・あまりの感動に立ちすくんでしまつた O 0 ・五感α 覚 ) O A ①
O O ○ O A ①
0 0 ・ぼうつと富士山ヨ眺めていると ○ ・五感銀 党)擬態籠 0 A ①
O O ○ ・五感(視覚)擬饉樋 ○ A ①






擬態悟 ○ A ①
O ○ ・きれいな夢を見ているかのように O ・五感(触覚) O A ①
0 0 0 B ④










1 0 0 O 0 0 O 0
〇 O O 0
O O 0
0 O O O
〇 O O
O O O 0 O
O ○ 0 0 O
O O O 0 0 ○ 〇
O 0 0 O O 0 ○
: 0 O O 0
O 0 O
O O 0 0 0
1 O O O O O 0 0
O O O 0 0 O
1 0 O O O O 0
O O O ○
1 O 0 O 0 O O
O O 0 O
1 O O O O O O 0 ○ O 0
O 0 0 O O O O O
0 0 O
O 0 〇 O O 0
0 O 0 0
O O O O 0
O O
O 0 0 0 O O
O 0 0
0 O O 0 O 0 O
O 0 0 O 0 O O
〇 O O O O O O O 0
O 0 O O O
0 O 0 O O 0 0
O O O O O O 0
O O O O 0
O 0 O O O
0 O 0 0 0 O O O O O
O 0 O O O 0 O
O O O 0 0 0 O
O O ○ 0
1 0 O O O 0




0 O O O
0 ○ O 0
0 0 0 0 O O O O
:( O O O O
0 O 0
2 O O O 0 O O 0 0
0 O O 0 O
O 0 O O 0
0 0
O O 0 O O
0 0 O O
O 0 O 0 O
O O 0 O
O O O



































































































































































1 O 0 0
0 ○ O
0 O
0 O 0 O
0 O O O
○ 0 O 0 O
O O O
0 0 0
O 0 0 0 0
0 O O
0 0 0 O 0 O
0 O 0 0 0 0
0 O 0
O 0 0 0
O 0
O















0 O O 0 0 O O
0 O 0
0 0 0
0 O 0 0 O
0 0 0 O 0 0 O





0 O 0 0 0
1 O O
1 O O 0
1 0 0
0 O O
1 0 0 0
1 0 O
0 O 0
0 O O 0 0 0
0 0 0 0
O ○ O 0 O 0
0 ○ 0
0 O O O O
O
0 O 0 0 0
0 0 0
O 0 0
8
24% 24% 19%
60
